
 

プレスリリース 

 

 

2010年 10月 15 日 

マスコミ関係者各位 

明治学院大学国際平和研究所（PRIME）提供科目 

平和学「広島・長崎講座」公開授業のお知らせ 
戦争体験者、被爆者、元第五福竜丸乗組員などによる講演会です 

 

 明治学院大学国際平和研究所（PRIME）では、例年、研究所提供科目として「広島・長崎講座」を開講し、平

和への探求をおこなっています。本年度は戦争体験者、被曝者などの生の声もお聴きします。 
本年度は特に、過去の戦争はどのような加害・被害をもたらしたのか、広島・長崎への原爆投下がいかなる戦後世界を生みだしたの

か、米軍基地が首都圏にはほとんど存在しないのはなぜか、明治学院はどのような戦争協力を行ったのか――戦争や核についてわれわ

れがよく「知らない」でいることが、世界から戦争や核がなくならない構造をいかに支えているかを理解することを目標にしています。 

「戦争、核をなくそう」といった叫びは人類共通の課題となっていますが、戦争も核兵器も一向になくなりません。それは、現代の

世界がわれわれの願いとは裏腹に戦争と深く結びつきながら成立っているからです。この事実を正面から捉え、戦争とは何かを知るこ

とが戦争に翻弄されない世界を作り出す上での出発点になります。 

前半は「原爆投下前史」を扱い、原爆が投下される事態に至った過程を、戦争を振り返りながら考えます。後半は、「原爆投下・後」

を扱い、原爆被害そのものと戦後処理のあり方から「和解と平和」、さらになぜ核・戦争をなくさなければならないのかについて考え、

日本社会の戦争認識の問題性を検討していきます。 

参加費無料。予約不要でどなたでもご参加いただけます。公開授業 (全 7回)金曜日 16:25～17:55開催です。 

 

【平和学「広島・長崎講座」張宏波(明治学院大学教養教育センター教授)】授業の内下記 7 回を公開 

10/22（金） 森井 眞氏（元明治学院大学学長） 「戦争経験と戦後の歩み」  

11/ 5（金） 石島紀之氏（フェリス女学院大学名誉教授）  「東京大空襲と重慶爆撃」 

11/19 （金） 神戸美和子氏(七歳で被爆を体験)  「被爆体験者のコトバ」 

11/26 （金） 大石又七氏（元第五福竜丸乗組員） 「隠されたヒバクシャ」 

12/ 3 （金） 小沼通二氏（PRIME研究員） 「科学の成果としての原爆と科学者の責任」 

12/10 （金） 石田隆至氏（PRIME 研究員） 「近年の『和解』から見る日本をめぐる戦後処理の特質」 

1 /14 （金） 中山弘正氏（元明治学院学院長・PRIME 客員所員）「明治学院と戦争：何を『心に刻む』のか？」 
 

 

【日時】10月 22 日、 11月 5日、19 日、26日、 12月 3日、10日、 1月 14日  毎回 16:25～17:55 

【場所】明治学院大学 白金校舎 1255教室  http://www.meijigakuin.ac.jp/access/shirokane/  

   （JR品川駅・目黒駅よりバスで約 10分、東京メトロ白金高輪駅、白金台駅、高輪台駅より各徒歩約 7分 ） 

【お問合せ先】明治学院大学国際平和研究所（PRIME)  Tel:03(5421)5652/Fax:03(5421)5653 

http://www.meijigakuin.ac.jp/~prime/ 

 

取材のお問い合わせは…                 明治学院大学 広報室   担当：石井、村上 

〒108-8636 東京都港区白金台 1-2-37   

 Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185                                      

koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

PR-NO 1010101078 


